翻刻　京都大学附属図書館所蔵『曼朱院本　萬葉集』（4-23/ マ/2 貴別）巻一～巻十　――解題―― by 野呂 香 & 田中 大士






















初期の書写とされる縦三〇．七㎝、横二三．二㎝の袋綴冊子二〇巻で、半葉八行書きの罫紙を用い、題詞を高く、歌を低く書く。訓は、墨・朱・紺青で書き分けられ、全巻に代赭、巻一から巻二の一九六番歌までに藍青の書入を有する本である。　『万葉集』伝本のうち、仙覚文永三年本系統のひとつに寂印、成俊らの手を経た寂印成俊本系統と呼ばれるものがあ 。その中でも 巻七に錯簡のない本で、今川範政が仙覚文永 由阿相伝 本で校合 加えた禁裏御本との校合を代赭または紫 書き入れたものを中院本系統と呼んでいる。京都大学附属図書館所蔵 『曼朱院本
　
萬葉集』
は、その中院本系統の一伝本であり、 『校本万葉集』では中院本系統の代表として京都帝国大学本の名称で解説されている（以下、該本を京都大学本と称する） 。京都大学本に見られる書入 うち、代赭によるものは禁裏御本に由来し、藍青によるものは紀州本系統の伝本との校合に由来するものである。　
京都大学本が属する中院本系統は、 『万葉集』の中では比較的伝本 多く、該本以




































































































墨・紺青・朱による記載は、仙覚文永三年本系統 寂印成俊本の 文部分であり、紺青の訓は、仙覚によって改められた訓、朱の訓は 仙覚によって新た 付されたとされる訓である。代赭は、今川範政が仙覚文永 に由阿相伝の本で校合を加え 禁裏御本との校合 書入を転写したもの、藍青は、紀州本系統の伝本との校合による書入である。
七
　
翻刻には以下の記号を用いた。ただし、本稿の目的が、代赭書入全容の解明 資すること あるため、代赭によ ミセケチを重視し、原本の状態とは異なるが、対象の文字の上にのせる方法 採っ なお、声点とミセケチについて 判然としないものが多い。 『校本万葉集』の記述に概ね従い 記載 をミ
3セケチ、ないものを声点としたが、一部、声点をミセケチに改めた箇所がある。
　　　
（１）
　
ミセケチ
　　　
（２）
　
移動記号
　　
・左右の訓を入れ替える
　　　　　
・左の訓を右に移す
　　　　　　
・右の訓を左に移す
　　　
（３）
　
異本表記
　　
  イ
　　　
（４）
　
合点
　　　
（５）
　
声点・訓点等は原 のままに記した。
八
　
本稿のために、所蔵者である京都大学附属図書館より許可を頂き、また、多大な
　　
るご配慮を頂いた。ここに、謹んで感謝を記す。
